
　
　
行
政
組
織
の
変
更
条
例
が
上

程
さ
れ
て
い
る
が
、
以
前
の
機
構

変
更
に
よ
る
利
点
や
課
題
、
ま

た
、
庁
内
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
に

よ
る
連
絡
、
決
裁
、
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
化
を
め
ざ
す
Ｄ
Ｘ
導
入
や
公

民
館
の
ま
ち
づ
く
り
会
館
化
に
伴

う
公
共
交
通
の
拠
点
化
の
内
容
、

機
構
変
更
に
伴
う
各
種
計
画
へ
の

影
響
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
行

政
機
構
の
改
正
で
は
、
部
制
を
廃

止
し
て
政
策
幹
等
を
配
置
し
、
グ

ル
ー
プ
制
か
ら
係
制
へ
と
移
行
し

た
。
ス
リ
ム
な
組
織
体
制
や
政
策

幹
に
よ
る
横
断
的
な
行
政
課
題
の

円
滑
処
理
、
職
責
に
応
じ
た
責
任

感
が
高
ま
っ
た
こ
と
等
が
利
点
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
令
和
２
年
度
の
行
政
機
構
の
改

正
は
、
組
織
内
部
の
職
名
や
体
系

の
見
直
し
が
中
心
で
、
市
民
が
直

接
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
実
感
す
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
今
回
の
改
編
で
縦
割
り
行
政
の

弊
害
を
な
く
し
、
１
つ
の
所
属
で

幅
広
い
行
政
事
務
を
展
開
す
る
こ

と
で
窓
口
の
統
合
・
明
確
化
を
図

り
、
あ
わ
せ
て
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
同

時
に
進
め
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

　
離
れ
た
部
署
と
の
会
議
や
連
絡

に
はZ

o
o
m

等
を
活
用
し
て
い

る
が
、
よ
り
一
層
デ
ジ
タ
ル
の
活

用
を
進
め
て
い
く
。

　
公
文
書
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
、
導
入
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
が
、
即
座
に
導
入
す
る
の

で
は
な
く
、
日
々
の
業
務
を
行
う

中
で
、
細
か
な
業
務
改
善
や
業
務

フ
ロ
ー
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
公
民
館
が（
仮
称
）ま
ち
づ
く

り
会
館
へ
移
行
し
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
な
る
こ
と

か
ら
、
地
域
が
運
営
す
る
自
家
用

有
償
旅
客
運
送
の
拠
点
と
な
る
こ

と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
現
在
策

定
中
の
地
域
公
共
交
通
計
画
で

は
、
現
在
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
と
新
た
に
導
入
を
検

討
す
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の

組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

　
健
康
増
進
計
画
は
、
令
和
４
年

度
に
中
間
見
直
し
を
予
定
し
て
お

り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
フ
レ
イ
ル

予
防
等
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り

の
推
進
を
強
化
し
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
な
お
、
今
回
の
改
編
は
、
現
在

策
定
中
の
第
６
次
勝
山
市
総
合
計

画
の
政
策
実
現
に
向
け
た
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
素
案
の
中
に
組
織

機
構
改
革
の
考
え
方
を
書
き
込
ん

で
い
く
。

　
　
10
月
31
日
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

が
開
催
さ
れ
、
地
球
の
温
暖
化
に

よ
り
地
球
上
に
住
む
様
々
な
生
き

物
の
生
存
が
危
う
く
な
っ
て
い
る

現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
1.5
℃
目

標
を
目
指
す
努
力
の
追
及
、
石
炭

火
力
発
電
の
段
階
的
な
削
減
、
途

上
国
へ
の
資
金
支
援
の
拡
充
、
国

際
排
出
枠
の
取
引
ル
ー
ル
等
を
盛

り
込
ん
だ
「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
気
候
合

意
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
議
で
日
本
は
５
年
間
で

約
１
兆
１
４
０
０
億
円
の
追
加
支

援
を
表
明
し
、
温
暖
化
ガ
ス
の
排

出
量
を
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
２

０
１
３
年
度
比
で
「
46
％
削
減
を

目
指
し
50
％
削
減
の
高
み
に
向
け

て
努
力
す
る
」
と
発
表
し
た
。

　
県
内
で
は
福
井
市
等
６
市
が
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
都

市
づ
く
り
を
掲
げ
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
し
て
い
る
。

　
勝
山
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
年
明
け
に「
勝
山
市
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
予
定
し

て
い
る
他
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の

減
量
化
や
省
エ
ネ
の
意
識
啓
発
に

向
け
た
各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
２
０
５
０
年
ま
で
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向
け
て
、

自
治
体
と
し
て
努
力
し
て
い
く
。

　
　

２
０
０
９
年
に
恵
那
市
中
野

方
町
で
始
ま
っ
た
「
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
そ
の
後
、
恵
那

市
で
第
１
回
木
の
駅
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
、
間
伐
材
が
地
域
通
貨

と
交
換
さ
れ
、
地
域
の
資
源
が
地

域
通
貨
と
な
っ
て
循
環
す
る
取
り

組
み
が
経
済
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
と
し
て
注
目

さ
れ
た
。

　
勝
山
市
に
お
い
て
は
、
九
頭
竜

森
林
組
合
が
山
林
の
育
成
か
ら
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
の
開
発
ま
で
の
標

語
を
掲
げ
て
、
間
伐
材
の
適
切
な

実
施
や
チ
ッ
プ
加
工
等
の
事
業
展

開
を
行
っ
て
い
る
が
、
木
の
駅
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
担
当
課
の

見
解
を
伺
う
。

　
　
平
成
28
年
度
に
「
木
の
駅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
同
様
の
目
的
で

「
九
頭
竜
山
の
市
場
運
営
協
議

会
」
が
発
足
さ
れ
た
が
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
出
荷
補
助
金
の
見
直
し

等
に
よ
り
令
和
２
年
度
に
解
散
し

た
経
緯
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
約
80
％
を
森
林
が
占

め
る
勝
山
市
に
と
っ
て
、
林
業
の

活
性
化
が
地
域
の
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
先
行
事
例
を
参
考
と
し
て
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
も
含
め

研
究
し
て
い
く
。

一般質問Q&A

一般質問Q&A

　
　
市
長
の
公
約
で
も
あ
る
未
来

志
向
の
ま
ち
勝
山
に
向
か
っ
て
、

・
市
民
優
先

・
安
全
安
心
快
適
な
住
環
境

・
必
要
な
整
備
、ふ
る
さ
と
を
守
る

・
国
や
県
へ
の
働
き
か
け
、
市
民

参
加
の
稼
げ
る
町
勝
山

　

こ
の
４
本
の
柱
を
中
心
に
頑

張
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
う
が
、ま
だ

１
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
。

　
今
後
、
新
し
い
町
勝
山
を
目
指

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て

い
き
た
い
の
か
。

　
　
市
立
中
学
校
再
編
と
県
立
勝

山
高
校
と
の
連
携
な
ど
教
育
環
境

の
整
備
、
恐
竜
博
物
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
高
速
交
通
体
系
の

整
備
を
見
据
え
た
観
光
の
産
業

化
、
中
山
間
地
の
住
環
境
の
維
持

と
持
続
可
能
な
農
林
水
産
業
支

援
、
上
下
水
道
や
市
道
を
含
む
公

共
施
設
の
効
率
的
運
用
、
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
体
制
の
見

直
し
、
区
長
会
等
地
域
の
方
々
と

の
対
話
を
通
じ
た
地
域
自
治
の
推

進
等
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。

　
来
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
を
推
進

し
、
市
民
と
一
緒
に
新
し
い
勝
山

を
創
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
教
育
会
館
、
市
民
会
館
で
の

イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物
な
ど
数
多
く

の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
駐

車
場
が
狭
く
、
無
い
と
言
っ
て
も

い
い
く
ら
い
の
状
況
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
中
央
公
園
の
一
部
を

駐
車
場
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
教
育
会
館
や
市
民
会
館
で
の

イ
ベ
ン
ト
や
催
し
物
が
行
わ
れ
る

際
に
、
駐
車
場
が
不
足
し
て
い
る

課
題
は
認
識
し
て
い
る
。

　
中
央
公
園
を
再
整
備
す
る
際
に

は
、
市
民
の
た
め
の
公
園
、
特
に

市
内
の
子
供
た
ち
が
わ
く
わ
く
す

る
よ
う
な
楽
し
い
公
園
を
目
指

し
、
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
の
広
場
の

よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
等
で

多
目
的
に
活
用
で
き
る
エ
リ
ア
を

整
備
し
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
新
中
学
校
建
設
に
は
、
施
設

を
活
用
す
る
生
徒
の
教
育
活
動
主

体
の
考
え
方
の
議
論
・
体
育
館
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
い
ら
な
い
明
確
な

理
由
を
、教
育
課
程
編
成
上
の
観
点

か
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
中
学
校
再
編
計
画（
案
）の
主

眼
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
生
徒
数
の

減
少
で
生
じ
る
様
々
な
問
題
を
学

校
の
再
編
統
合
に
よ
っ
て
改
善

し
、
生
徒
を
し
っ
か
り
育
む
こ
と

が
で
き
る
新
し
い
中
学
校
の
実
現

を
目
指
す
こ
と
。
加
え
て
、
中
高

の
併
設
・
連
携
で
中
学
生
の
多
様

な
能
力
を
よ
り
高
め
、
勝
山
高
校

の
活
性
化
・
魅
力
向
上
も
図
る
相

乗
効
果
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

学
校
施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て

も
、
先
生
や
生
徒
に
と
っ
て
中
高

併
設
の
利
点
も
活
か
し
た
教
育
や

活
動
が
十
分
で
き
る
よ
う
、
施
設

の
機
能
や
配
置
、
動
線
な
ど
を
工

夫
す
る
が
、
高
校
施
設
の
共
用
利

用
や
近
隣
市
有
施
設
等
の
有
効
利

用
も
含
め
て
対
応
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
、
体
育
館
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
い
ら
な
い
明
確
な
理
由
と

し
て
は
、
雨
等
で
体
育
館
の
み
で

体
育
の
授
業
を
行
う
場
合
を
想
定

し
た
と
き
に
、
勝
山
高
校
の
よ
う

に
合
同
ク
ラ
ス
で
授
業
を
組
み
入

れ
れ
ば
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
は

可
能
で
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
も
含
め

れ
ば
、
よ
り
柔
軟
な
対
応
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
体
育
の
授
業
も
、
長
山
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
も
含
め
れ
ば
十
分
可

能
と
考
え
る
。
部
活
動
で
も
、
高

校
の
２
つ
の
体
育
館
と
ジ
オ
ア

リ
ー
ナ
、
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
長

山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
武
道
場
・

弓
道
場
、
主
に
芸
術
・
文
科
系
の

部
活
動
の
場
と
な
る
中
・
高
の
校

舎
、
必
要
に
応
じ
て
市
営
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
や
成
器
西
小
学
校
の
施
設

等
を
活
用
す
れ
ば
、
各
部
活
動
を

振
り
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
想
定
し
て
い
る
。
中
高
の
先
生

方
と
も
相
談
し
、
工
夫
・
調
整
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　
勝
山
ブ
ラ
ン
ド
の
た
め
の
商

品
開
発
と
知
名
度
を
広
げ
る
た
め

の
宣
伝
の
援
助
は
で
き
な
い
か
。

　
婚
姻
さ
れ
た
夫
婦
、
お
子
さ
ん

の
誕
生
に
勝
山
産
の
繭
を
使
用
し

た
シ
ル
ク
ソ
ー
プ
を
贈
呈
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
で
は
、
シ

ル
ク
ソ
ー
プ
以
外
に
も
絹
織
物
と

関
係
す
る
市
内
で
製
造
さ
れ
た
商

品
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
品
を
繊
維
の
ま
ち
勝
山
の
名
産

品
と
し
て
記
念
品
へ
の
活
用
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

一般質問Q&A

一般質問Q&A

● 行政機構の変更にかかる､行政運営､市民生活､
　 各種計画等への影響について

その他の質問
・農業への支援について　他

● 今後の勝山市政への市長の思いについて
● 中央公園の有効活用について

● 中学校再編（案）について
● 勝山市の名産品の活用について

● 国連気候変動枠組み条約第26回締約国会議(COP26)で採択
　 された「グラスゴー気候合意」に対する勝山市の取り組みについて
● 木の駅について

その他の質問
・若手女性農業従事者が直面する難問山積について　他

高
間
清
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議
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